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C S R 活 動

新しい化粧品を生み出す

商品開発力が特長です

コーセーの特長は、創業以来64年に

わたって、ほぼ化粧品のみを事業領

域とした企業活動を続けてきたこと

にあります。企業規模が拡大し、グ

ループ企業が増えた現在でもそのこ

とは変わりありません。コーセーグ

ループの企業理念体系の中に「ひと

びとの期待に応え、期待を超える」

という言葉が掲げられていますが、

これは1946年の創業より一貫して企

業方針の第一としてきた「お客さま

に最高の品質をお届けしたい」とい

うことを表すものです。そして、こ

の理念を堅持し続けてこられたのは

、化粧品だけを見つめ、その理想を

追い求めてきたからであると考えて

います。

その現れのひとつが、業界内外から

認められている研究開発力の高さで

す。現在多くの女性たちに広く愛用

されているエッセンスと呼ばれる美

容液は、1975年にコーセーが世界で

初めて開発し、R・Cリキッドとして

市場に送り出したものです。その後

、1979年に発売したモイスチュアエ

ッセンスとともに高い支持を得て、

美容液というカテゴリーを創りだし

ました。またファンデーションの分

野でも数々のタイプを開発し、定番

アイテムとして育て上げてきました

。パウダーファンデーション、２ウ

ェイファンデーション、夏用のリキ

ッドファンデーション、下地のいら

ないクイックタイプのファンデーシ

ョンなど全てコーセーが業界に先駆

けて開発してきました。

この他、美容効果を長時間維持する

ことができるリポソームを応用した

美容液、肌にのばすときに液体状に

変化する粉の美容液など、コーセー

が開発してきた化粧品は数多くあり

ます。

このような新しい化粧品を生み出す

力にあわせて、お客さまの手元に届

●化粧品事業

コーセーグループの事業領域は化粧品

を中心としていますが、中でも高付加価

値ブランドを中心とする分野を化粧品

事業と位置付けています。全体に占め

るウェイトは74.4％（'08年3月期売

上)と3/4を上回っています。百貨店

や化粧品専門店、大型量販店、ドラッ

グストアなどを主力に、様々な販売チ

ャネルを通じてお届けしています。

代表的なブランドとしては、コスメデ

コルテやアウェイク、ボーテ ド コー

セーなど付加価値の高いハイプレステ

ージブランド群と、エスプリークプレシ

ャスやプレディア、ヴィセ、雪肌精な

どカウンセリングによる販売ながらも

、より多くの方に使っていただきたい

プレステージブランド群があります。

また、ライスパワーエキスNo.11を配合

したモイスチュアスキンリペア、海外

のファッションデザイナーとコラボレ

ーションしたジルスチュアート、ドク

ターコスメのフィルナチュラント、サ

ロン向け化粧品のクリエなども化粧品

事業に含まれるブランドです。

●コスメタリー事業

コーセーグループではセルフ販売を中

心とする分野も、より価値観の高い化

粧品発想の商品開発を行なっているた

め、この分野をコスメタリー事業と呼

んでいます。全体の24.6％（'09年3

月期売上）を占め、量販店やドラッグ

ストアを中心に幅広い販売チャネルで

展開しています。高級ヘアケアブラン
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コーセーについて

コーセーグループは、基本理念に｢英知と感性を融合し、独自の美しい価値と文化を創造する

｣を掲げ、化粧品を主体とする企業活動を展開しています。

ドのスティーブン･ノル コレクション

をはじめ、コーセーコスメポートの

サロンスタイルやソフティモ、マリ

・クレール、コーセーコスメニエンス

のハッピーバスデイ、ネイチャーア

ンドコー、ファシオ、そしてロンド

ン発のリンメルなどが含まれます。

●その他の事業

この事業は相手先ブランドの化粧品

を受注生産したり、全国のホテル等

で使われるアメニティ化粧品や業務

用化粧品の販売が中心の事業ですが

、全体に占めるウェイトは1.0％とそ

れほど高くありません。

会社概要

く全ての化粧品の品質を高めること

へのこだわりも、コーセーの特長で

す。生産設備や体制の強化にいち早

く取組み、1970年代からQCといわれ

る品質管理活動を導入しています。

1980年には化粧品業界で最初にデミ

ング賞を受賞しましたし、品質保証

に関する国際規格ISO9001の認証も

全ての生産施設で取得しています。

また、このようにして作った化粧品

をお客さまに心を込めて手渡しする

とともに、真にご満足いただくため

に、販売するチャネルの状況やお客

さまのニーズにあわせて提供する化

粧品を変えていくというコーセー独

自のブランドマーケティングも展開

しています。

［狭山工場］

 埼玉県狭山市富士見2−20−1

［群馬工場］

 群馬県伊勢崎市境伊与久1913

 東京都北区栄町48−18

［コーセー研究所　技術情報センター］

 東京都北区栄町46−3

［コーセー基礎研究所］

 東京都板橋区小豆沢1−18−4

［北海道流通センター］

 北海道恵庭市戸磯347-13

［東北流通センター］

 福島県須賀川市越久発米19−1

［狭山流通センター］

 埼玉県狭山市富士見2−20−1

［名神流通センター］

 滋賀県湖南市中央3−8−1

［中四国流通センター］

 岡山県笠岡市みの越1番地

［九州流通センター］

 福岡県古賀市糸ケ浦30

［王子研修センター］

 東京都北区王子2−29−2

 コーセー化粧品販売（株）

 コーセーコスメニエンス（株）

 コーセーコスメポート（株）

（株）クリエ

（株）ドクターフィル コスメティクス

 コーセーコスメピア（株）

（株）コスメラボ

（株）アドバンス

 コーセー保険サービス（株）

 インターコスメ（株）

（株）アルビオン

（株）テクノラボ

（株）コスメディック

 高絲化粧品有限公司（中国）

 高絲化粧品銷售（中国）有限公司

 高絲香港有限公司

 KOSE SINGAPORE PTE.LTD.

 KOSE AMERICA INC.

 KOSE KOREA CO.,LTD.

 台湾高絲股　有限公司

 KOSE(THAILAND) CO.,LTD

 KOSE(MALAYSIA) SDN.BHD.
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主な関係会社

株式会社コーセー

〒103-8251　東京都中央区日本橋3-6-2

1946年3月2日

1948年6月8日

4,848百万円（'09年3月末）

小林　一俊

5,370名（2009年3月期末 嘱託・パート社員を除く）

名 称

本 社

創 業

設 立

資 本 金

代表取締役社長

連 結 従 業 員 数

事業分野と主力ブランド 株式会社コーセー　事業所


